ベンチャーを目指す院生研究支援プログラム
平成23年度工場見学　活動報告書
2011年　10月17日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広島大学VBL院生研究員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
理学研究科数理分子生命理学専攻博士課程前期　馬場　淳史
 

　平成23年9月14日に株式会社ヒロッテック及び株式会社カルビーの工場見学を行いましたので、その活動を報告させていただきます。
主催：国立大学法人広島大学産学・地域連携センター新産業創出・教育部門

参加者一覧：
　　＜教職員＞藤本由紀夫
　　＜学生＞久保田光、吉田健太郎、藤村恵子、馬場淳史、五舛目清剛、藤吉潤、
石本大輔、鈴木修一、今林沙樹、松ケ迫愛、青木泰平、河迫恵莉加
（12名）
趣旨
　企業の工場を見学することは、大学における研究室での研究では触れることの少ない生産の場を体験し、商品としての価値が生まれる現場を実感することで、研究成果と
商品・サービス提供の関係を近づけることができる。また、各々の研究とは異なる分野を知ることで、新規発想の構築を促進させ、ひいては新規産業の創出につなげることが出来る。
またベンチャービジネスに興味を持っている専門分野以外の学生との交流を通して、研究者としての見識を広げることを目的する。
スケジュール
08:50　広島大学集合
09:00 – 10:00　バス移動
10:00 – 11:30　株式会社ヒロテック本社工場　見学
　　　　　　　場所：広島市佐伯区石内南5丁目2番1号
11:30 – 12:00　バス移動
12:00 – 13:00　昼食
13:00 – 13:30　バス移動
13:30 – 15:00　カルビー株式会社広島工場　見学
　　　　　　　場所：廿日市市木材港北16番9号
15:00 – 16:30　バス移動
16:30 広島大学到着、解散
内容
＜ヒロテック＞
　まず本社工場の見学をさせていただきました。製造の現場を間近で見学出来たため、人の動きも機械の動きもよく見えたのが印象的です。人の手が加えられ、製造されて
ところと機械によって製造されているところの違いが分かり、高品質な製品が生まれる根源が見えた気がしました。その後、工場見学の内容についてまたはベンチャービジネスの観点から各自、質疑応答を行いました。
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ＶＢＬ院生の感想
・金型の検査は非常に大変で，緻密な作業により，世界一の金型を作製したことが分かった。（久保田光）
・ヒロテックでは車のフタ物といった大きな部品を扱っているといこともあり工場が広く、工場内を行き来する大きなクレーンは迫力があった。工場見学の案内をしてくださった技術者の方の熱意ある説明から自社工場に対する自信と誇りを感じた。（青木泰平）
・技術力に重点をおき、生産コストやスピードにもこだわっていることが感じられた。（今林沙樹）
・工場の内部を細かく見せて頂き、金型を作っていく所は今までに見たことがなかったのでとても興味がわいた。また，機械で作ることも大事ですが，最後はやはり人の職人の技が大事なのだということを痛感させられた。（河迫　恵莉加）
・工場内が非常に整理整頓されており、そういった面でも作業の効率化を図っているのだろうと感じた。（五舛目　清剛）
　＜カルビー＞
　到着後、まず他団体の方々と一緒にカルビーにまつわるクイズを行い、
カルビー広島工場の背景について学びました。小学生から大人まで楽しめ、
かつカルビーの背景を、合理的に知ることが出来る内容になっていたのが印象的でした。その後工場見学を行いました。
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ＶＢＬ院生の感想
・カットしているところや焼いているところが見られたらよかったと思った。また、もっとくわしいことについても知りたかった。（松ケ迫愛）
・機械による流れ作業で、効率が良さそうだった。人間の目によるチェックも適切に配置されていた。（石本大輔）
・衛生管理が徹底されていることが印象的だった。従業員の方が入室する際の洗浄などを見て、製品の衛生を保持することは、一人ひとりの心がけに支えられているのだと思った。（藤村恵子）
・私の専門分野とは全く異なる分野の製造現場を見学することができ、その製造プロセスに感動した。（藤吉潤）
